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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乗物の開口部又はそれを開閉する蓋体のいずれか一方に取り付けられ、蓋体開け時の自
然状態から蓋体閉め時に相手当接部に当接して圧潰状態となる中空シール部を有するウエ
ザストリップにおいて、
　中空シール部に、動的粘弾性測定（引張りモード、１００Ｈｚ）による損失正接（ｔａ
ｎδ）が０．３以上、かつ、伸びが２５０％以上の物性を有する高分子材料よりなる別体
の中空チューブが挿入されていて、
　高分子材料は、ブチルゴム、イソブチレン系熱可塑性エラストマー又はポリ塩化ビニル
であることを特徴とする乗物用ウエザストリップ。
【請求項２】
　乗物の開口部又はそれを開閉する蓋体のいずれか一方に取り付けられ、蓋体開け時の自
然状態から蓋体閉め時に相手当接部に当接して圧潰状態となる中空シール部を有するウエ
ザストリップにおいて、
　中空シール部に、動的粘弾性測定（引張りモード、１００Ｈｚ）による損失正接（ｔａ
ｎδ）が０．３以上、かつ、伸びが２５０％以上の物性を有する高分子材料よりなる別体
の中空チューブが挿入されていて、
　中空チューブの外面に、中空シール部の内部で中空チューブの位置を安定させるための
リブが突設されていることを特徴とする乗物用ウエザストリップ。
【請求項３】
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　中空チューブの外面に、中空シール部の内部で中空チューブの位置を安定させるための
リブが突設されている請求項１記載の乗物用ウエザストリップ。
【請求項４】
　中空チューブは、ウエザストリップの全長にわたって中空シール部に挿入されている請
求項１～３のいずれか一項に記載の乗物用ウエザストリップ。
【請求項５】
　中空チューブは、少なくとも自然状態の中空シール部の内面に対して圧潰方向に隙間が
生じる偏平管形状をなし、中空内の流体が加圧されたときに偏平管形状から膨らむもので
ある請求項１～４のいずれか一項に記載の乗物用ウエザストリップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、乗物の開囲部又はそれを開閉する蓋体のいずれか一方に取り付けられるウエ
ザストリップに関し、詳しくは、蓋体開け時の自然状態から蓋体閉め時に相手当接部に当
接して圧潰状態となる中空シール部を有するウエザストリップに係るものである。
【背景技術】
【０００２】
　この種のウエザストリップの一例である自動車用ドアウエザストリップは、ドアの周縁
部に取り付けられるトリム部と、ドア開け時の自然状態からドア閉め時にボディに当接し
て圧潰状態となる中空シール部とを備えており（特許文献１）、両部は例えばスポンジゴ
ムで形成されている。
【０００３】
　ドアウエザストリップには、ドア閉め時に荷重（ドア閉め力）が低く閉まりやすいドア
閉まり性と、ドア閉め後の自動車走行時にドアとボディとの間をシールし続けて水や塵埃
の侵入を防ぐシール性と、車外の音がドアとボディとの間から車内に漏れ入るのを遮る遮
音性とが要求される。しかし、これらの性能を高いレベルで両立させることは難しい。
【０００４】
　ドア閉まり性を重視して、荷重を低くするために中空シール部の剛性を低くすると、自
動車走行時（特に高速走行時）に車外気流による負圧でドアが車外方向へ微動した際に、
中空シール部の当接力が弱くなり、シール性及び遮音性が低下する。また、中空シール部
の剛性を低くするためには、肉厚を薄くしたりスポンジゴムの発泡率を高くしたりするの
で、遮音性も低下する。
【０００５】
　一方、シール性と遮音性を重視して、中空シール部の剛性を高くすると、荷重が高くな
りドア閉まり性が低下する。
【０００６】
　ドア閉まり性を低下させないで、遮音性を高める策として、特許文献２には、シールラ
バー（ウエザウェザストリップ）の中空部にシールラバーとは異なる固有振動数を有する
流体封入チューブを配置することが開示されている。その実施形態として、シールラバー
はゴム又は発泡ゴム製にし、チューブはシールラバーと同材質にし、封入する流体には気
体（空気）、液体（水）、半流動体（ゲル）を使用することが記載されている。しかし、
チューブに具体的にどのような組成の材料を使用するのが適当であるかまでは開示されて
いない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－１７５７２９号公報
【特許文献２】特開２００３－３４１３７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００８】
　そこで、本発明の目的は、乗物用ウエザストリップのドア閉まり性を低下させないで、
遮音性を高めることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、乗物の開口部又はそれを開閉する蓋体のいずれか一方に取り付けられ、蓋体
開け時の自然状態から蓋体閉め時に相手当接部に当接して圧潰状態となる中空シール部を
有する乗物用ウエザストリップにおいて、中空シール部に、動的粘弾性測定（引張りモー
ド、１００Ｈｚ）による損失正接（ｔａｎδ）が０．３以上、かつ、伸びが２５０％以上
の物性を有する高分子材料よりなる別体の中空チューブが挿入されていて、次の（１）、
（２）又はその両方であることを特徴とする。
（１）高分子材料は、ブチルゴム、イソブチレン系熱可塑性エラストマー（ＴＰＥ）又は
ポリ塩化ビニルであること。
（２）中空チューブの外面に、中空シール部の内部で中空チューブの位置を安定させるた
めのリブが突設されていること。
【００１０】
［作用］
　この高分子材料よりなる別体の中空チューブは、制振性が高く、乗物外の音によって生
じる開口部と蓋体とウエザストリップの微振動を吸収して熱に変換する作用が高いため、
乗物外の音が車内に漏れ入るのをよく遮ることができる。これにより、中空シール部の肉
厚を厚くしたりスポンジゴムの発泡率を低くしたりして遮音性を高める必要がなくなるの
で、ドア閉まり性を低下させない。
【００１１】
　この高分子材料としての、ブチルゴム、イソブチレン系熱可塑性エラストマー（ＴＰＥ
）又はポリ塩化ビニルは、繰り返し摩耗性に優れる点でも好適である。
【００１２】
　リブにより、中空シール部の内部で中空チューブの位置が安定するので、中空チューブ
をシール性と遮音性の点で最適の位置に保持することができる。
【００１３】
　中空チューブは、ウエザストリップの全長にわたって中空シール部に挿入されているこ
とが好ましい。
【００１４】
　中空チューブは、少なくとも自然状態の中空シール部の内面に対して圧潰方向に隙間が
生じる偏平管形状をなし、中空内の流体が加圧されたときに偏平管形状から膨らむもので
あることが好ましい。
　偏平管形状は、蓋体閉め時に圧潰状態となった中空シール部の内面に対しても圧潰方向
に隙間が生じるものである態様と、蓋体閉め時に圧潰状態となった中空シール部の内面に
対しては圧潰方向に隙間が生じずに当接する態様とがある。前者の態様によれば、蓋体閉
め時の荷重を全く増加させず、ドア閉まり性を全く低下させない。後者の態様でも、中空
チューブは中空なので蓋体閉め時の終期に容易に撓むことができ、蓋体閉め時の荷重をさ
ほど増加させず、ドア閉まり性をさほど低下させない。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、乗物用ウエザストリップのドア閉まり性を低下させないで、遮音性を
高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】実施例１のドアウエザストリップを示し、（ａ）はドア閉め前の図３のａ－ａ断
面図、（ｂ）はドア閉め時の中空チューブを膨らませる直前の図３のｂ－ｂ断面図、（ｃ
）はドア閉め後に中空チューブを膨らませた状態の断面図である。
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【図２】同ドアウエザストリップを説明する斜視図である。
【図３】同ドアウエザストリップが適用された自動車斜視図である。
【図４】実施例２のドアウエザストリップを示し、（ａ）はドア閉め前の図３のａ－ａ断
面図、（ｂ）はドア閉め時の図３のｂ－ｂ断面図、（ｃ）はドア閉め後に中空チューブを
膨らませた状態の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
１．乗物、開口部及び蓋体
　乗物としては、特に限定されないが、自動車等の自由走行車両、鉄道車両等の軌道走行
車両、船舶、航空機等を例示できる。
　開口部と蓋体の組み合わせとしては、ドア開口部とドア、ボンネット開口部とボンネッ
トフード、トランク開口部とトランクリッド、サンルーフ開口部とサンルーフ等を例示で
きる。
【００１８】
２．ウエザストリップ
　ウエザストリップの中空シール部の材質は、特に限定されないが、エチレン・プロピレ
ン・ジエン共重合ゴム（ＥＰＤＭ）、オレフィン系熱可塑性エラストマー等の発泡体（ス
ポンジ）を好例として例示できる。
【００１９】
３．中空チューブ
　中空チューブの偏平管形状としては、特に限定されないが、偏平楕円管、偏平長円管等
を例示できる。
　中空チューブは、偏平管形状から膨らませるために、流体非透過性が好ましい。そのた
めに、高分子材料は、ソリッド材料又は無孔スキン層を有するスポンジ材料が好ましい。
　中空チューブは、１０ｋＰａ以下の圧力増加で膨らむものが好ましい。
　中空チューブの肉厚は、１ｍｍ以下が好ましく、０．５ｍｍ以下がさらに好ましい。
　中空チューブの内径／外径を、長さ方向で変化させてもよい。
【００２０】
４．流体
　流体としては、特に限定されないが、空気、窒素ガス等の気体や、水、オイル、アルコ
ール類等の液体や、ゲル等を例示できる。
【実施例１】
【００２１】
　図１～図３に示す実施例１のドアウエザストリップ及びさらに加圧装置を含むウエザス
トリップ装置について説明する。ドアウエザストリップ１は、自動車ボディ２０のドア開
口部２１を開閉する蓋体であるドア２５に取り付けられるものである。
【００２２】
　ドアウエザストリップ１は、ドア２５に係止されるトリム部２と、ドア開け時の自然状
態からドア閉め時に相手当接部であるドア開口部２１の凸縁２２に当接して圧潰状態とな
る中空シール部３と、自動車ボディ２０のルーフドリップ２３に当接するシールリップ４
とを備え、これらは例えばＥＰＤＭスポンジゴムで一体に押出成形されてなる。
【００２３】
　中空シール部３には、その全長にわたって中空チューブ７が挿入されている。中空チュ
ーブ７は、動的粘弾性測定（引張りモード、１００Ｈｚ）による損失正接（ｔａｎδ）が
０．３以上、かつ、伸びが２５０％以上の物性を有する高分子材料よりなり、中空シール
部３とは別体のものである。表１に、同高分子材料として択一的に使用された４種類の材
料を示す。
【００２４】
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【表１】

【００２５】
　中空チューブ７は、少なくとも自然状態の中空シール部３の内面に対して（本実施例で
はさらにドア閉め時に圧潰状態となった中空シール３部の内面に対しても）圧潰方向に隙
間が生じる偏平管形状（図示例は偏平楕円管）をなし、中空内の流体が加圧されたときに
偏平管形状から円形管形状に近付くように膨らむものである。流体は例えば空気である。
【００２６】
　加圧装置１０は、ドア閉め後に、中空チューブ７を、その中空内の流体を加圧して偏平
管形状から膨らませ、圧潰状態の中空シール部３の内面に押し当てるものである。
【００２７】
　加圧装置１０は、中空チューブ７に取り付けられた、中空内に通じる圧入口部材１１と
、中空チューブ７の内部に流体を圧入する圧縮装置１５と、圧縮装置１５と圧入口部材１
１とを接続する接続管１８とから構成されている。
【００２８】
　圧入口部材１１は、ループ状とされる中空チューブ７の両端に差し込まれる差込管部１
２と、その中央部から通じて放射状に延びる接続管部１３とが、樹脂により一体形成され
てなる。同樹脂としては、特に限定されないが、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリア
セタール、ポリ塩化ビニル等を例示できる。
【００２９】
　ドアウエザストリップ１及び中空チューブ７は、ドア２５の周縁部を一周するように曲
げられ、中空チューブ７の両端部は圧入口部材１１で接続され、ドアウエザストリップ１
の両端部は中空チューブ７の両端部及び圧入口部材１１の差込管部１２を埋めるように型
成形部６で接続され、もってループ状とされている。中空チューブ７の中空は、無端ルー
プ状に閉じられ、圧入口部材１１のみで外部と通じうる。
【００３０】
　圧縮装置１５は、ドア開口部２１のドアヒンジ（図示略）付近に取り付けられており、
ドア閉め時にドア２５に押圧されるピストン部１６と、常に流体を貯溜していて、ピスト
ン部１６で押圧された流体を送り出すキャビティ１７とを含み構成されている。流体は例
えば空気である。
【００３１】
　加圧装置１０は、流体を圧縮装置１５から送り出し、接続管１８を経て、圧入口部材１
１から中空チューブ７の内部に圧入する。但し、流体が中空チューブ７の内部に圧入され
るのは、ドア閉め時の瞬間ではなく、ドア閉め後に若干のタイムラグがあってからである
。このため、図１（ｂ）の状態がドア閉め時の瞬間に生じる。
【００３２】
　以上のように構成された本実施例によれば、次の作用効果が得られる。
　図１の（ａ）から（ｂ）の変化で示されるように、中空シール部３は、ドア開け時の張
り出した自然状態からドア閉め時に凸縁２２に当接して圧潰状態となる。上記の理由によ



(6) JP 6524947 B2 2019.6.5

10

20

30

40

50

り、ドア閉め時の瞬間には流体が中空チューブ７の内部に圧入されないので、偏平管形状
の中空チューブ７は、中空シール３部の内面に対して圧潰方向に隙間を生じさせる。この
ため、中空チューブ７が、ドア閉め時の荷重を増加させてドア閉まり性を低下させること
はない。
　そして、中空シール部３の剛性を適度に低くして荷重を低くすれば、中空チューブ７に
影響されずに、ドア閉まり性を向上させることができる。さらなるドアウエザストリップ
の軽量化への傾向を進ませることも可能となる。
【００３３】
　なお、中空チューブ７の偏平管形状が、図１（ｂ）のドア閉め時に圧潰状態となった中
空シール部３の内面に対して圧潰方向に隙間が生じずに当接するものであってもよい。そ
の場合でも、中空チューブ７は中空なのでドア閉め時に容易に撓むことができ、ドア閉め
時の荷重をさほど増加させない。
【００３４】
　次に、図１の（ｂ）から（ｃ）の変化で示されるように、ドア閉め後に若干のタイムラ
グがあって、加圧装置１０により流体が中空チューブ７の内部に圧入されると、中空チュ
ーブ７は偏平管形状から円管形状に近付くように膨らみ、圧潰状態の中空シール部３の内
面に押し当たる。このため、中空シール部７が凸縁２２へ押されてシール性及び遮音性が
向上し、特に高速走行時におけるシール性及び遮音性が向上する。
【００３５】
　また、前記高分子材料より中空チューブ７は、制振性が高く、車外の音によって生じる
ドア開口部２１とドア２５とドアウエザストリップ１の微振動を吸収して熱に変換する作
用が高いため、乗物外の音が車内に漏れ入るのを遮ることができる。これにより、中空シ
ール部３の肉厚を厚くしたりスポンジゴムの発泡率を低くしたりして遮音性を高める必要
がなくなるので、ドア閉まり性を低下させない。
【００３６】
　特に、中空チューブ７はドアウエザストリップ１の全長にわたって中空シール部３に挿
入されているので、シール性及び遮音性の向上効果が高い。また、ドア２５とドア開口部
２１との間隙は全周にわたって完全に均一ではないが、膨らむ中空チューブ７にはその間
隙の差を埋める性質があるため、均一なシール性が得られる。
【００３７】
　次に、中空チューブ７の内部に圧入された流体は、ドア２５が開くと、圧力開放により
中空チューブ７から流出して圧縮装置１５のキャビティ１７に戻るようになっている。よ
って、その後のドア閉め時には、再び前記の作用効果が得られる。
【実施例２】
【００３８】
　図４に示す実施例２は、中空チューブ７の外面に、中空シール部３の内部で中空チュー
ブ７の位置を安定させるためのリブ８が突設されている点においてのみ実施例１と相違し
、その他は実施例１と共通である。リブ８は、偏平管形状の両側から突出したヒレ状であ
り、中空シール部３の内面の対抗した二箇所に接近又は接触する。
【００３９】
　この実施例２によっても、実施例１と同様の作用効果が得られ、さらにリブ８により、
中空シール部３の内部で中空チューブ７の位置が安定するので、中空チューブ７をシール
性と遮音性の点で最適の位置に保持することができる。
【００４０】
　なお、本発明は前記実施例に限定されるものではなく、発明の趣旨から逸脱しない範囲
で適宜変更して具体化することができる。
【符号の説明】
【００４１】
　　１　　ドアウエザストリップ
　　２　　トリム部
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　　３　　中空シール部
　　４　　シールリップ
　　６　　型成形部
　　７　　中空チューブ
　　８　　リブ
　１０　　加圧装置
　１１　　圧入口部材
　１２　　差込管部
　１３　　接続管部
　１５　　圧縮装置
　１６　　ピストン部
　１７　　キャビティ
　１８　　接続管
　２０　　自動車ボディ
　２１　　ドア開口部
　２２　　凸縁
　２３　　ルーフドリップ
　２５　　ドア

【図１】 【図２】



(8) JP 6524947 B2 2019.6.5

【図３】 【図４】



(9) JP 6524947 B2 2019.6.5

10

フロントページの続き

    審査官  小河　了一

(56)参考文献  特開平０３－０３１０２７（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開昭６０－１２４７５５（ＪＰ，Ｕ）　　　
              米国特許第０５４８９１０４（ＵＳ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ６０Ｊ　　１０／８６　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

